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扨
も
源
平
両
家
。
舟
と
陸
と
の
戦
ひ
に
て
。
海
陸
の
声
。

天
に
ひ
ゞ
き
波
を
穿
て
。
震
動
暫
く
も
止
事
な
し
。

扨
又
平
家
の
方
に
は
。
山
家
の
兵
藤
次
秀
任
。
九
国
一
島

の
強
弓
彎︎
。

源
氏
に
は
和
田
の
小
太
郎
義
盛
。
是
も
劣
ら
ぬ
精
兵
に
て
。

三
町
計
隔
た
る
。
平
家
の
勢
は
。
多
く
矢
さ
き
に
か
か
り

け
り
。

其
戦
ひ
は
鬼
神
も
。
〳
〵
。
面
を
む
く
べ
き
様
も
な
し
。

「「「「「「「

義
経
サ
シ

与
市

義
経同

井
ノ
木
一
声

サ
シ同

源
平
互
ひ
に
あ
ら
そ
ひ
て
。
矢
さ
け
び
の
音
隙
も
な
く
。

爰
を
せ
ん
ど
と
ぞ
見
え
け
る
。

武
士
の
。
弥
猛
心
を
し
ら
ま
弓
。
矢
さ
き
を
そ
ろ
へ
あ
ら

そ
ひ
け
る
。

我
は
是
平
家
の
侍
。
伊
勢
の
国
の
住
人
。
井
の
木
の
四
郎

近
清
な
り
。

い
か
に
源
氏
方
の
者
共
。
我
弓
勢
を
受
て
見
よ
と
。
名
乗

も
あ
へ
ず
近
清
は
。
〳
〵
。
重
籐
の
大
弓
に
。
大
矢
を
懸
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て
。
よ
つ
ぴ
き
ひ
や
う
と
放
つ
矢
は
。
雲
に
う
づ
ま
き
矢

叫
び
し
。
雷
の
ご
と
く
鳴
わ
た
り
。
暫
く
有
て
其
矢
は
。

判
官
の
乗
給
ふ
。
船
の
舳
さ
き
を
く
だ
く
か
と
。
矢
ぶ
る

ひ
し
て
ぞ
立
に
け
る
。
〳
〵
。

い
か
に
誰
か
有
。

御
前
に
候
。

只
今
平
家
の
舟
よ
り
射
け
る
矢
。
船
の
舳
さ
き
に
た
つ
た

り
。
い
そ
ぎ
見
て
来
り
候
へ
。

「「「「「「
義
経

与
市

義
経

与
市

義
経

井
ノ
木

畏
り
て
候
。
参
り
て
見
候
へ
ば
。
御
船
の
舳
さ
き
に
。
山

鳥
の
羽
に
て
矧
だ
る
白
篦︎
の
大
矢
。
十
四
束
三
つ
ぶ
せ
。

沓
巻
一
束
計
置
て
。
漆
を
以
て
伊
勢
の
国
の
住
人
。
井
の

木
の
四
郎
近
清
と
書
て
候
。
天
晴
是
は
聞
及
び
し
平
家
方

の
強
弓
引
。
其
い
き
ほ
ひ
を
見
せ
ん
た
め
に
て
も
や
候
ら

ん
。

誠
に
渠︎
は
双
び
な
き
。
強
弓
と
聞
え
た
る
よ
。

喃
々
源
氏
の
船
へ
物
申
さ
う
。
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何
事
に
て
候
ぞ
。

某
唯
今
仕
り
た
る
矢
を
御
返
し
候
へ
。

い
か
に
申
上
候
。
只
今
舟
よ
り
申
つ
る
事
を
御
聞
あ
そ
ば

さ
れ
候
か
。
恐
れ
多
き
申
事
に
て
候
へ
共
。
此
矢
射
返
し

申
さ
ず
ば
。
源
氏
の
方
の
恥
辱
た
る
べ
し
。
某
一
矢
仕
つ

て
。
源
氏
の
目
を
さ
ま
さ
せ
候
べ
し
。
さ
り
な
が
ら
。
敵

の
矢
束
は
某
が
矢
よ
り
は
短
ふ
候
へ
ば
。
某
が
矢
に
て
仕

ら
ん
と
。
憚
り
も
な
く
申
上
れ
ば
。

「「「「「「「
与
市

井
ノ
木

与
市同

ク
セ

与
市地

判
官
を
始
め
諸
軍
勢
。
与
市
が
言
葉
の
す
ゑ
。
頼
母
敷
兵

者
と
。
皆
々
か
ん
じ
申
け
り
。

其
時
与
市
。
心
中
に
祈
念
し
て
。
南
無
や
八
幡
氏
の
神
。

此
矢
の
功
を
見
せ
給
へ
。
縦
へ
我
身
は
埋
木
の
。
朽
る
と

も
此
弓
を
。
強
き
に
つ
よ
く
陸
奥
の
。
千
曳
の
石
も
す
ゑ

通
る
。
神
の
誓
ひ
を
。
頼
む
の
か
り
ま
た
の
大
矢
に
て
。

十
五
そ
く
み
つ
ぶ
せ
。

塗
籠
籐
の
大
弓
の
。
九
尺
計
に
見
え
け
る
を
。
三
度
頂
戴
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礼
拝
し
。
能
引
少
時
。
保
つ
て
ひ
や
う
と
い
る
。
其
矢
は

四
町
余
を
こ
へ
。
大
船
を
射
抜
て
。
井
の
木
四
郎
が
真
中

を
。
は
つ
し
と
射
通
せ
ば
。
井
の
木
は
こ
ら
へ
ず
逆
様
に

落
。
船
底
に
倒
れ
た
り
。

時
の
面
目
弓
勢
の
。
〳
〵
。
名
を
上
巻
の
い
と
恐
ろ
し
き
。

有
様
と
源
平
は
。
少
時
静
ま
り
て
。
互
に
船
は
遥
か
に
隔

た
り
ぬ
。

い
か
に
与
市
。
只
今
の
ふ
る
ま
ひ
更
に
凡
慮
よ
り
な
す
に

「「「「

歌
、同

義
経

歌
、同同

あ
ら
ず
。
誠
に
源
氏
の
運
つ
よ
く
。
八
幡
も
御
神
力
を
。

添
へ
さ
せ
給
ふ
な
ら
ん
と
。
神
感
肝
に
め
い
ず
る
所
に
。

不
思
議
や
雲
の
中
よ
り
も
。
〳
〵
。
白
旗
一
流
れ
舞
さ
が

つ
て
。
源
氏
の
陣
に
ぞ
懸
り
け
る
。

其
時
沖
に
は
神
霊
顕
は
れ
。
我
は
八
幡
大
菩
薩
な
り
。
此

度
源
氏
の
軍
を
守
り
。
平
家
を
亡
し
天
下
を
治
め
。
弓
矢

の
家
を
守
る
べ
し
と
。
宣
ふ
御
声
も
は
る
か
に
聞
え
。
宣

ふ
御
声
も
遥
か
に
聞
え
て
。
神
は
あ
が
ら
せ
給
ひ
け
り
。
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